
じるため、多種多様な人種が生活しており活気が
あります。

　　 香港の優位性

　そんな特徴のある香港ですが、企業にとってさ
まざまなメリットを享受できる国です。ビジネス
環境においての特徴は、①アジアで最も低い法人
税制、②外貨規制がなく自由な金融市場、③関税の
かかる物品が少ないフリーポート、④マルチリン
ガルで優秀な人材が多い、⑤法人の設立が比較的
容易、⑥国際基準の商慣習ならびに法制度、⑦アジ
ア各国へのアクセスの良さ、などが挙げられます。
　カナダのシンクタンクであるフレーザー・イン
スティテュートが発表した「世界経済自由度 年次
報告書 2024 年版」で、香港が 165 の国々の中で
最も経済的自由度の高い国に選ばれました。1996
年に同報告書が公表されて以来、香港は 2023 年
を除き首位をキープしていることから、その経済
的な自由さが伺えます。
　香港域外企業が香港に設置している拠点数は
2023 年の調査で合計 9,039 社、そのうち日本企
業は 1,403 社ほどあります。これはフィリピン、
台湾に続く数字であり、香港の人口や総面積を考
えると非常に多いと感じます。
　農林水産省が 2024 年 1 月に発表した「農林
水産物輸出情報」によると、2023 年の香港向け
農林水産物・食品の輸出額は前年比 13.4％増加
の 2,365 億円で過去最高額となっており、中国に
続く 2 位となっています。また、輸出先の上位
10 ヵ国・地域のうち、韓国に続き前年比の増加幅
が大きくなっています。（図表１）
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大澤　直紀

　　 はじめに

　香港は、中華人民共和国の南部にある特別行政
区で、アジアの中心に位置し世界的な金融都市と
して知られています。150 年以上にわたってイギ
リスの植民地支配を受け、1997 年に中国に返還
されました。
　いわゆる都市国家であり人口約 753 万人、総面
積は 1,106㎢と東京都の約半分ほどの広さで、人
口密度世界第 4 位の国です。香港は、大部分が山
岳地帯であるため、住宅の開発が困難な地域が多
く存在しています。そのため、宅地化可能な面積
はとても狭く、建物は上に建設していく他ないこ
とから、とにかく狭いエリアに高層ビルが密集し
ています。下の階は綺麗なビルでも上の方はボロ
ボロなどという日本ではありえない光景が日常的
な街並みとなっています。
　気候は亜熱帯性気候に属し、緩やかながらも四
季の移り変わりがあります。一般に春から夏は季
節風と熱帯低気圧の影響で高温多湿が続きますが、
35 度を超えることはほとんどありません。言語は
中国語の 1 つである広東語が公用語となっており、
長くイギリスの植民地であったことから英語も通

　武蔵野銀行は国際業務を推進する目的で、
シンガポール、バンコク、香港に行員を駐在・
派遣しています。
　本連載は現地行員によるリレーエッセイと
して毎回、現地の生活事情やトピックスをお
伝えします。 農林水産省公表資料より作成

　このような香港の優位性を活かし、様々な日系
企業の進出や輸出によって、香港では日本産の物
が日常的に溢れています。その中でも特に「日本食」
は私のような駐在員のみならず、香港人に大変な
人気があります。本レポートでは、香港における
日本食についてご紹介させていただきます。

　　 香港人にとっての食

　香港の公用語である広東語では、「食得是福」と
いうことわざがあります。この言葉には「食べる
ことは福につながり幸せである」という意味が込
められています。みんなで円卓を囲み、会話をし
ながら食事をすることで良好な人間関係の構築が
できると考えています。香港人は私たち日本人と
同じで一日三食を基本としていますが、夕食を一
番しっかり食べることが多いそうです。基本的に
お店での食事は量が多く食べきれないこともあり
ますが、余った食事を持ち帰ることもできます。
　香港では、外食産業が家庭の台所にとって替わ
るほど発達しています。朝早くからお粥屋、飲茶屋、
茶餐庁 ( チャーチャンテン、喫茶、軽食を兼ねた店 )
がオープンしており、夜遅い時間まで手軽に外食
ができる環境です。このような環境に加え、香港
では共働きの家庭が多く、家で自炊をする習慣が
あまりないことや物価の高さから、自炊よりも外

食する方が安いケースがあり、多くの香港人は外
食で済ませることが多いそうです。（写真1）
　さらに特徴的なのは、香港人はほとんどお酒を
飲まないということです。日本のように仕事終わ
りに上司や同僚と一杯という文化は存在せず、外
食時には炭酸飲料やお茶を飲んでいることが多い
印象があります。蘭桂坊 ( ランカイフォン ) とい
う西洋風のバーやレストランが集まる繁華街で飲
み歩いているのは基本的に欧米人ばかりです。香
港人は人前で酔うことをあまり好まず、どちらか
というと家で飲むことが多いそうです。これらの
ことから香港人の食事は「お酒」を中心にするの
ではなく、あくまでも「食事」を中心と考え、コミュ
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写真 1：香港の代表的な食事である飲茶
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税制、②外貨規制がなく自由な金融市場、③関税の
かかる物品が少ないフリーポート、④マルチリン
ガルで優秀な人材が多い、⑤法人の設立が比較的
容易、⑥国際基準の商慣習ならびに法制度、⑦アジ
ア各国へのアクセスの良さ、などが挙げられます。
　カナダのシンクタンクであるフレーザー・イン
スティテュートが発表した「世界経済自由度 年次
報告書 2024 年版」で、香港が 165 の国々の中で
最も経済的自由度の高い国に選ばれました。1996
年に同報告書が公表されて以来、香港は 2023 年
を除き首位をキープしていることから、その経済
的な自由さが伺えます。
　香港域外企業が香港に設置している拠点数は
2023 年の調査で合計 9,039 社、そのうち日本企
業は 1,403 社ほどあります。これはフィリピン、
台湾に続く数字であり、香港の人口や総面積を考
えると非常に多いと感じます。
　農林水産省が 2024 年 1 月に発表した「農林
水産物輸出情報」によると、2023 年の香港向け
農林水産物・食品の輸出額は前年比 13.4％増加
の 2,365 億円で過去最高額となっており、中国に
続く 2 位となっています。また、輸出先の上位
10 ヵ国・地域のうち、韓国に続き前年比の増加幅
が大きくなっています。（図表１）
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ニケーションの場と捉えている国民性だというこ
とがわかります。

　　 日本食の普及

　前述のとおり、香港は外食産業に優れた国です
が、今や至る所で日本食を見かけるようになりま
した。2022年時点の香港政府統計では香港内に
ある1万 7,140軒の飲食店のうち、日本食レスト
ランは1,400軒となっています。（図表２）
　美食の都と呼ばれる香港で、中華を除く外国料
理の中で最大のシェアを誇っており、日本食は外
国料理の代表としての地位を確立しました。本章
では日本食が香港でどのようにして普及したのか
を説明していきます。
　香港に日本食が進出し始めたのは、1960年頃
とされています。日本が戦後から復興しつつあり、
日本のビジネスが海外に展開し始めた時期です。
この頃から日本人が香港に駐在し始めましたが、
その多くは経営幹部ばかりでした。1960年頃に
日本料理店が初オープンしましたが、食事代は高
く主に経営幹部による利用や接待で使われていた
ため、サラリーマンには手が出ず、顧客も市場も
まだまだ限定的でした。それと同時期に大丸百貨

店がアジア進出第1号店をオープンしました。店
内には日本料理店とコーヒーショップが設けられ、
メニューはすき焼き、天ぷらなど代表的な日本食
があり、小売り店舗では取扱う商品の6割が日本
製品という中流～高級路線の百貨店でした。しか
しこの出店を機に、日本人が香港人を招いて食事
をしたことで、香港人も徐々に日本食に対して興
味を持ち始め、自分たちでも利用をするようになっ
たとされています。また、スーパーマーケット形
式で日本の食材、調味料などを販売したことで日
本食を目にできる貴重な場所となりましたが、依
然として高価であったため、庶民には簡単に手が
届かない存在でした。
　その後、徐々に日本食が浸透し始め、香港人に
よる香港人のための日本料理店、いわゆる日式料
理店ができ始めたことで、1970年代では5軒の
みでしたが、1983年には30軒を超えるまでになっ
たのです。1980年代後半にはヤオハンやジャス
コなど日本のスーパーマーケットが進出したこと
で、より手頃な価格で一般の香港人や日本人駐在
員が日本食を買えるようになりました。
　1990年代初めにはバブル崩壊により、日本経
済が不安定であったことから成長の機会を海外に

香港統計局公表資料より作成※中国料理は広東、北京、四川、上海料理及びその他中華料理店を含む。

写真 4
バンコク内にあるペットモール

写真 6
バンコクで開催されたペットフード展示会の様子

飲食業種別
香港式喫茶店
中国料理 ※
テイクアウト店
ファストフード
日本料理店
コーヒーショップ
喫茶店、バー等
タイ料理店
イタリア料理店
フードコート
韓国料理店
ベトナム料理店
フランス料理店
その他飲食店

合計

    2018 年
2,510
2,380
1,860
1,600
1,360

650
450
380
270
260
230
190
130

5,480
17,750

   2019 年
2,530
2,400
1,950
1,530
1,400

600
590
390
260
230
240
200
120

5,670
18,110

   2020 年
2,330
2,140
1,850
1,440
1,330

620
480
370
220
200
200
180
110

5,340
16,810

   2021 年
2,270
2,030
1,950
1,460
1,350

680
390
370
230
210
200
170
100

5,310
16,720

   2022 年
2,340
2,060
2,070
1,510
1,400

660
410
370
230
220
210
170
100

5,390
17,140

  構成比   
13.7 %
12.0 %
12.1 %

8.8%
8.2 %
3.9 %
2.4 %
2.2 %
1.3 %
1.3 %
1.2 %
1.0 %
0.6 %

31.3 %
100.0 %
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図表 2：業態別飲食店舗数 求め、多くのチェーン店が香港へ進出しました。
そこから手頃な値段で食べられるチェーン店の展
開で、幅広い層が日本食を食べる機会が広がりま
した。そして、ラーメンや寿司などがブームを巻
き起こし、2000年代初めには香港人にとって日
本食は日常的な食べ物となり、今日に至っていま
す。このような歴史的背景で日本食は浸透し進化
を遂げ、2024年度のミシュラン3つ星レストラ
ンに全7店舗中、日本食が2店舗選ばれています。

　　 日系企業の動向

　前述のとおり、香港ではすでに日本食文化が根
付いていますが、日系企業の進出は2019年以降
も相次いでいます。（図表 3）
　牛丼では、1991年に進出して30年以上を迎え
る「吉野家」、2019年に進出した「すき家」に続き、
2024年 8月には「松屋」が進出したことで日本
の大手牛丼メーカーの御三家が揃いました。「松屋」
は同業2社が進出している中でも、2021年に香
港メディアが行った「香港に進出してほしい世界
の飲食店トップ10」で1位を獲得しており、香港
市民にとって待望の進出でもありました。
　回転寿司では、「スシロー」、「はま寿司」、「元気
寿司」などを中心に数多く出店しています。「スシ

ロー」は居酒屋業態の店舗もあり、近年では年間
10店舗程度のペースで出店しています。2024年
9月には「スシロー」32号店がオープンしており、

将来的には50店舗を目指す
といわれているほどの人気ぶ
りです。
　2008 年に進出した「サイ
ゼリヤ」は 2024 年 10 月末
時点で 58店舗まで拡大して
います。2024 年 8月期の決
算では親会社に25億 700万
円の配当を行ったと公表して
おり、いずれも好調な業績が
伺えます。また、埼玉県発祥
の「がってん寿司」、「焼肉ホ
ルモンたけ田」も2024年に
初進出しており、連日地元の
人々を中心に賑わっていま
す。（写真 2）各 HP、NNA より作成
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写真 2：連日賑わう日本食レストランの様子
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ニケーションの場と捉えている国民性だというこ
とがわかります。

　　 日本食の普及

　前述のとおり、香港は外食産業に優れた国です
が、今や至る所で日本食を見かけるようになりま
した。2022年時点の香港政府統計では香港内に
ある1万 7,140軒の飲食店のうち、日本食レスト
ランは1,400軒となっています。（図表２）
　美食の都と呼ばれる香港で、中華を除く外国料
理の中で最大のシェアを誇っており、日本食は外
国料理の代表としての地位を確立しました。本章
では日本食が香港でどのようにして普及したのか
を説明していきます。
　香港に日本食が進出し始めたのは、1960年頃
とされています。日本が戦後から復興しつつあり、
日本のビジネスが海外に展開し始めた時期です。
この頃から日本人が香港に駐在し始めましたが、
その多くは経営幹部ばかりでした。1960年頃に
日本料理店が初オープンしましたが、食事代は高
く主に経営幹部による利用や接待で使われていた
ため、サラリーマンには手が出ず、顧客も市場も
まだまだ限定的でした。それと同時期に大丸百貨

店がアジア進出第1号店をオープンしました。店
内には日本料理店とコーヒーショップが設けられ、
メニューはすき焼き、天ぷらなど代表的な日本食
があり、小売り店舗では取扱う商品の6割が日本
製品という中流～高級路線の百貨店でした。しか
しこの出店を機に、日本人が香港人を招いて食事
をしたことで、香港人も徐々に日本食に対して興
味を持ち始め、自分たちでも利用をするようになっ
たとされています。また、スーパーマーケット形
式で日本の食材、調味料などを販売したことで日
本食を目にできる貴重な場所となりましたが、依
然として高価であったため、庶民には簡単に手が
届かない存在でした。
　その後、徐々に日本食が浸透し始め、香港人に
よる香港人のための日本料理店、いわゆる日式料
理店ができ始めたことで、1970年代では5軒の
みでしたが、1983年には30軒を超えるまでになっ
たのです。1980年代後半にはヤオハンやジャス
コなど日本のスーパーマーケットが進出したこと
で、より手頃な価格で一般の香港人や日本人駐在
員が日本食を買えるようになりました。
　1990年代初めにはバブル崩壊により、日本経
済が不安定であったことから成長の機会を海外に

香港統計局公表資料より作成※中国料理は広東、北京、四川、上海料理及びその他中華料理店を含む。

写真 4
バンコク内にあるペットモール

写真 6
バンコクで開催されたペットフード展示会の様子
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    2018 年
2,510
2,380
1,860
1,600
1,360
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5,480
17,750

   2019 年
2,530
2,400
1,950
1,530
1,400

600
590
390
260
230
240
200
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5,670
18,110

   2020 年
2,330
2,140
1,850
1,440
1,330

620
480
370
220
200
200
180
110

5,340
16,810

   2021 年
2,270
2,030
1,950
1,460
1,350

680
390
370
230
210
200
170
100

5,310
16,720

   2022 年
2,340
2,060
2,070
1,510
1,400

660
410
370
230
220
210
170
100

5,390
17,140

  構成比   
13.7 %
12.0 %
12.1 %

8.8%
8.2 %
3.9 %
2.4 %
2.2 %
1.3 %
1.3 %
1.2 %
1.0 %
0.6 %

31.3 %
100.0 %
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図表 2：業態別飲食店舗数 求め、多くのチェーン店が香港へ進出しました。
そこから手頃な値段で食べられるチェーン店の展
開で、幅広い層が日本食を食べる機会が広がりま
した。そして、ラーメンや寿司などがブームを巻
き起こし、2000年代初めには香港人にとって日
本食は日常的な食べ物となり、今日に至っていま
す。このような歴史的背景で日本食は浸透し進化
を遂げ、2024年度のミシュラン3つ星レストラ
ンに全7店舗中、日本食が2店舗選ばれています。

　　 日系企業の動向

　前述のとおり、香港ではすでに日本食文化が根
付いていますが、日系企業の進出は2019年以降
も相次いでいます。（図表 3）
　牛丼では、1991年に進出して30年以上を迎え
る「吉野家」、2019年に進出した「すき家」に続き、
2024年 8月には「松屋」が進出したことで日本
の大手牛丼メーカーの御三家が揃いました。「松屋」
は同業2社が進出している中でも、2021年に香
港メディアが行った「香港に進出してほしい世界
の飲食店トップ10」で1位を獲得しており、香港
市民にとって待望の進出でもありました。
　回転寿司では、「スシロー」、「はま寿司」、「元気
寿司」などを中心に数多く出店しています。「スシ

ロー」は居酒屋業態の店舗もあり、近年では年間
10店舗程度のペースで出店しています。2024年
9月には「スシロー」32号店がオープンしており、

将来的には50店舗を目指す
といわれているほどの人気ぶ
りです。
　2008 年に進出した「サイ
ゼリヤ」は 2024 年 10 月末
時点で 58店舗まで拡大して
います。2024 年 8月期の決
算では親会社に25億 700万
円の配当を行ったと公表して
おり、いずれも好調な業績が
伺えます。また、埼玉県発祥
の「がってん寿司」、「焼肉ホ
ルモンたけ田」も2024年に
初進出しており、連日地元の
人々を中心に賑わっていま
す。（写真 2）各 HP、NNA より作成
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写真 2：連日賑わう日本食レストランの様子
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　　 日本食をアピールするために

　香港では更に日本食を浸透させることができる
イベントが頻繁に開催されているのでご紹介しま
す。アジア最大級の総合食品見本市「Food Expo 
Pro 2024」が 2024 年 8 月に開催され、26 ヵ国・
地域から 700 社を超える企業が出展しました。そ
のうち、日本からは約 200 社が出展し、海外勢と
して最多の出店数となりました。60 ヵ国・地域か
ら約 2 万 500 人のバイヤーを含む関係者が訪れ、
総来場者数は 50 万人を超え、1 人当たりの消費
額は 1,615 香港ドル ( 約 3 万 2,000 円 ) と大盛況
でした。ジャパンパビリオンも設けられ、青森県、
岐阜県、滋賀県などの自治体をはじめ全国から出
展しており、積極的な日本食の展開を狙っていま
した。（写真3）

　　 香港人は重要なインバウンド

　香港人が日常的に日本食を堪能し、食材や調理
方法などの知識を深めるにつれ、日本食への期待
はどんどん高まっています。そのため本場の味を
堪能しようと、実は多くの香港人が毎年訪日して
います。2023 年の訪日客数は 211 万 4,402 人と
なっていており、韓国、中国、台湾に続き第４位
の訪日客数となっています。香港の人口が約 753
万人であることを考えると、約３分の１の香港人
が訪日していることになります。（図表4）

　加えて、2023 年のインバウンド消費額は伸び
続けており、ピークである 2019 年の 3,525 億円
を大きく超え、4,795 億円と大幅に増加しました。
一人当たりの消費額で計算すると、約 22 万 6,778
円で、アジア地域の訪日客では中国、シンガポール、
インドに次ぐ消費額となっています。訪日香港人
の大半がリピーターであり、東京、大阪以外の地
方へ旅行することも多いそうです。私の職場の香
港人スタッフは、休暇を取ると大抵日本に旅行へ
行くことが多く、様々な県のお土産を買ってきて
くれます。これらのことから香港人の多くは、本
当に日本が好きな人々だということがわかります。

　　 終わりに

　本レポートでは、香港における日本食について
詳述しました。これだけ日本食が溢れていても、
その人気は衰える気配がありません。様々な報道

がなされている香港ですが、日本食
においては更なる需要が期待でき、
企業にとってまだまだビジネスチャ
ンスがある環境です。一方で、すで
に日本食の激戦国となっているた
め、新規進出や輸出を検討される場
合はしっかりとした市場調査が必要
になると思います。その際はぜひ、
武蔵野銀行市場国際部海外進出支
援室までご相談いただければ幸いで
す。今後も日本食市場の動向には注
目していき、適切な情報発信を続け
ていきます。
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日本政府観光局 (JNTO) より作成
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図表 4：香港人の訪日客数　

写真 3：「Food Expo Pro 2024」ジャパンパビリオンの様子
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）
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は

来年（2025 年・令和 7 年）は十二支でいうところの「巳
み

」年にあたり、十
じっかん

干では、

二番目の「乙
きのと

」の年です。

「巳
み

」は、神様の使いとして大切にされてきた動物で、脱皮を繰り返すことから不老

不死のシンボルともされています。

十干は、もともと中国で一から十までを数えるための言葉（甲・乙・丙・丁・戊・己・庚・

辛・壬・癸）で、後に、陰陽五行説と結びついて意味を持つようになったと言われて

います。陰陽五行説では、自然界の全てが「陽＝兄
え

」と「陰＝弟
と

」で成り立ち、更に、

自然の変化や関係性を「木・火・土・金・水」の５要素に分類していることから、そ

の組み合わせ（10種類）が各言葉に当てはめられました。

「乙
きのと

」は、陰陽五行説では「木」の「陰」のエネルギーを表し、植物が成長し広がっ

ていく様子を表しています。

そのため「乙
きのとみ

巳」の年は、「再生や変化を繰り返しながら柔軟に発展していく」年に

なると考えられています。

周囲との調和を大切にする努力家な人と言われています。情が深く、お人よしな面が

あり、人々に対して思いやりのある態度で接します。しかし、同時にストレートな性

格で勝気な一面も持ち合わせています。率直さが仇となり誤解を招くこともあります。

乙巳年
生まれの
性格

1953 年
（昭和 28 年） 

1953 年（昭和 28 年） 

1965 年
（昭和 40 年）  

1977 年
（昭和 52 年）  

1989 年
（平成元年） 　

2001 年
（平成 13 年） 　

2013 年
（平成 25 年） 　

NHK テレビ本放送開始
吉田内閣「バカヤロー」解散

竜頭蛇尾（りゅうとうだび）

始めは勢いが良いが、終わりは振るわないこと

蛇稽古（へびげいこ、又は、じゃげいこ）

三日坊主の稽古のこと

灰吹きから蛇が出る
思いがけないことやありえないことが起こること

朝永振一郎氏ノーベル物理学賞受賞

山下達郎／小林幸子

中田英寿／安室奈美恵

吉川晃司／中森明菜

内村航平／多部未華子

佐々木朗希／山下美夢有

王貞治選手が通算 756 号ホームラン世界記録を達成
日本赤軍グループによる日航機ハイジャック事件

昭和 64 年１月７日昭和天皇崩御（87 歳）
「平成」と改元（１月８日施行）
消費税実施
天安門事件
ベルリンの壁崩壊

東京ディズニーシー開業
米国同時多発テロの発生

アベノミクス始動
特定秘密保護法が成立

巳年の主な出来事（戦後～現在） 巳にちなんだ故事・ことわざ

巳年生まれの有名人（戦後～現在）

1965 年（昭和 40 年）  

1977 年（昭和 52 年）  

1989 年（平成元年） 　

2001 年（平成 13 年） 　

（参考文献）『続十二支の E 話』戸出 武、大龍堂書店　ほか
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